
福音
ふくいん

聖句
せ い く

４２（新改訳聖書第3版） 

01 創世記
そうせいき

 1:1-3 

   初
はじ

めに、神
かみ

が天
てん

と地
ち

を創造
そうぞう

した。地
ち

は茫漠
ぼうばく

として何
なに

もなかった。やみが大水
おおみず

の上
うえ

にあり、神
かみ

の霊
れい

が水
みず

の上
うえ

を動
うご

いていた。神
かみ

は仰
おお

せら

れた。「光
ひかり

があれ。」すると光
ひかり

があった。 

02 創世記
そうせいき

 1:27-28  

   神
かみ

は人
ひと

をご自身
じ し ん

のかたちとして創造
そうぞう

された。神
かみ

のかたちとして彼
かれ

を創造
そうぞう

し、男
おとこ

と女
おんな

とに彼
かれ

らを創造
そうぞう

された。神
かみ

は彼
かれ

らを祝福
しゅくふく

され

た。神
かみ

は彼
かれ

らに仰
おお

せられた。「生
う

めよ。ふえよ。地
ち

を満
み

たせ。地
ち

を従
したが

えよ。海
うみ

の魚
うお

、空
そら

の鳥
とり

、地
ち

をはうすべての生
い

き物
もの

を支
し

配
はい

せよ。」 

03 創世記
そうせいき

 3:15 

   わたしは、おまえと女
おんな

との間
あいだ

に、また、おまえの子孫
し そ ん

と女
おんな

の子孫
し そ ん

との間
あいだ

に、敵意
て き い

を置
お

く。彼
かれ

は、おまえの頭
あたま

を踏
ふ

み砕
くだ

き、おま

えは、彼
かれ

のかかとにかみつく。 

04 創世記
そうせいき

 6:14 

   あなたは自分
じ ぶ ん

のために、ゴフェルの木
き

の箱舟
はこぶね

を造
つく

りなさい。箱舟
はこぶね

に部屋
へ や

を作
つく

り、内
うち

と外
そと

とを木
き

のやにで塗
ぬ

りなさい。  

05 創世記
そうせいき

 12:1-3 

   主
しゅ

はアブラムに仰
おお

せられた。「あなたは、あなたの生
う

まれ故郷
こきょう

、あなたの父
ちち

の家
いえ

を出
で

て、わたしが示
しめ

す地
ち

へ行
い

きなさい。そうすれば、

わたしはあなたを大
おお

いなる国民
こくみん

とし、あなたを祝福
しゅくふく

し、あなたの名
な

を大
おお

いなるものとしよう。あなたの名
な

は祝福
しゅくふく

となる。あなたを

祝福
しゅくふく

する者
もの

をわたしは祝福
しゅくふく

し、あなたをのろう者
もの

をわたしはのろう。地上
ちじょう

のすべての民族
みんぞく

は、あなたによって祝福
しゅくふく

される。」 

06 出
しゅつ

エジプト記
き

 3:18 

   彼
かれ

らはあなたの声
こえ

に聞
き

き従
したが

おう。あなたはイスラエルの長
ちょう

老
ろう

たちといっしょにエジプトの王
おう

のところに行
い

き、彼
かれ

に『ヘブル人
じん

の神
かみ

、

主
しゅ

が私
わたし

たちとお会
あ

いになりました。どうか今
いま

、私
わたし

たちに荒野
あ ら の

へ三日
み っ か

の道
みち

のりの旅
たび

をさせ、私
わたし

たちの神
かみ

、主
しゅ

にいけにえをささげさ

せてください』と言
い

え。 

07 イザヤ書
しょ

 6:13 

   そこにはなお、十分
じゅうぶん

の一
いち

が残
のこ

るが、それもまた、焼
や

き払
はら

われる。テレビンの木
き

や樫
かし

の木
き

が切
き

り倒
たお

されるときのように。しかし、そ

の中
なか

に切
き

り株
かぶ

がある。聖
せい

なるすえこそ、その切
き

り株
かぶ

。  

08 イザヤ書
しょ

 7:14 

   それゆえ、主
しゅ

みずから、あなたがたに一
ひと

つのしるしを与
あた

えられる。見
み

よ。処女
しょじょ

がみごもっている。そして男
おとこ

の子
こ

を産
う

み、その名
な

を

『インマヌエル』と名
な

づける。 

09 イザヤ書
しょ

 53:5 

   しかし、彼
かれ

は、私
わたし

たちのそむきの罪
つみ

のために刺
さ

し通
とお

され、私
わたし

たちの咎
とが

のために砕
くだ

かれた。彼
かれ

への懲
こ

らしめが私
わたし

たちに平安
へいあん

をもた

らし、彼
かれ

の打
う

ち傷
きず

によって、私
わたし

たちはいやされた。  

10 イザヤ書
しょ

 60:1-3 

   起
お

きよ。光
ひかり

を放
はな

て。あなたの光
ひかり

が来
き

て、主
しゅ

の栄光
えいこう

があなたの上
うえ

に輝
かがや

いているからだ。見
み

よ。やみが地
ち

をおおい、暗
くら

やみが諸国
しょこく

の民
たみ

をおおっている。しかし、あなたの上
うえ

には主
しゅ

が輝
かがや

き、その栄光
えいこう

があなたの上
うえ

に現
あら

われる。国々
くにぐに

はあなたの光
ひかり

のうちに歩
あゆ

み、王
おう

たち

はあなたの輝
かがや

きに照
て

らされて歩
あゆ

む。  

11 イザヤ書
しょ

 60:22 

   最
もっと

も小
ちい

さい者
もの

も氏族
し ぞ く

となり、最
もっと

も弱
よわ

い者
もの

も強国
きょうこく

となる。時
とき

が来
く

れば、わたし、主
しゅ

が、すみやかにそれをする。 

12 ヨエル書
しょ

 2:28 

   その後
のち

、わたしは、わたしの霊
れい

をすべての人
ひと

に注
そそ

ぐ。あなたがたの息子
む す こ

や娘
むすめ

は預言
よ げ ん

し、年寄
と し よ

りは夢
ゆめ

を見
み

、若
わか

い男
おとこ

は 幻
まぼろし

を見
み

る。 

13 マタイの福音書
ふくいんしょ

 1:21  

   マリヤは男
おとこ

の子
こ

を産
う

みます。その名
な

をイエスとつけなさい。この方
かた

こそ、ご自分
じ ぶ ん

の民
たみ

をその罪
つみ

から救
すく

ってくださる方
かた

です。 

14 マタイの福音書
ふくいんしょ

 1:23 

   「見
み

よ、処女
しょじょ

がみごもっている。そして男
おとこ

の子
こ

を産
う

む。その名
な

はインマヌエルと呼
よ

ばれる。」（訳
やく

すと、神
かみ

は私
わたし

たちとともにおら

れる、という意味
い み

である。） 

15 マタイの福音書
ふくいんしょ

 16:16 

   シモン・ペテロが答
こた

えて言
い

った。「あなたは、生
い

ける神
かみ

の御子
み こ

キリストです。」  

16 マタイの福音書
ふくいんしょ

 16:17-19 

   するとイエスは、彼
かれ

に答
こた

えて言
い

われた。「バルヨナ・シモン。あなたは幸
さいわ

いです。このことをあなたに明
あき

らかに示
しめ

したのは人間
にんげん

で

はなく、天
てん

にいますわたしの父
ちち

です。ではわたしもあなたに言
い

います。あなたはペテロです。わたしはこの岩
いわ

の上
うえ

にわたしの教会
きょうかい

を

建
た

てます。ハデスの門
もん

もそれには打
う

ち勝
か

てません。わたしは、あなたに天
てん

の御国
み く に

のかぎを上
あ

げます。何
なん

でもあなたが地上
ちじょう

でつなぐな

ら、それは天
てん

においてもつながれており、あなたが地上
ちじょう

で解
と

くなら、それは天
てん

においても解
と

かれています。」 



17 マタイの福音書
ふくいんしょ

 28:18-20 

   イエスは近
ちか

づいて来
き

て、彼
かれ

らにこう言
い

われた。「わたしには天
てん

においても、地
ち

においても、いっさいの権威
け ん い

が与
あた

えられています。そ

れゆえ、あなたがたは行
い

って、あらゆる国
くに

の人々
ひとびと

を弟子
で し

としなさい。そして、父
ちち

、子
こ

、聖霊
せいれい

の御名
み な

によってバプテスマを授
さず

け、また、

わたしがあなたがたに命
めい

じておいたすべてのことを守
まも

るように、彼
かれ

らを教
おし

えなさい。見
み

よ。わたしは、世
よ

の終
お

わりまで、いつも、あ

なたがたとともにいます。」  

18 マルコの福音書
ふくいんしょ

 10:45 

   人
ひと

の子
こ

が来
き

たのも、仕
つか

えられるためではなく、かえって仕
つか

えるためであり、また、多
おお

くの人
ひと

のための、贖
あがな

いの代価
だ い か

として、自分
じ ぶ ん

の

いのちを与
あた

えるためなのです。  

19 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 1:12 

   しかし、この方
かた

を受
う

け入
い

れた人々
ひとびと

、すなわち、その名
な

を信
しん

じた人々
ひとびと

には、神
かみ

の子
こ

どもとされる特権
とっけん

をお与
あた

えになった。  

20 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 1:14 

   ことばは人
ひと

となって、私
わたし

たちの間
あいだ

に住
す

まわれた。私
わたし

たちはこの方
かた

の栄光
えいこう

を見
み

た。父
ちち

のみもとから来
こ

られたひとり子
ご

としての栄光
えいこう

で

ある。この方
かた

は恵
めぐ

みとまことに満
み

ちておられた。 

21 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 3:16 

   神
かみ

は、実
じつ

に、そのひとり子
ご

をお与
あた

えになったほどに、世
よ

を愛
あい

された。それは御子
み こ

を信
しん

じる者
もの

が、ひとりとして滅
ほろ

びることなく、永遠
えいえん

のいのちを持
も

つためである。 

22 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 5:24 

   まことに、まことに、あなたがたに告
つ

げます。わたしのことばを聞
き

いて、わたしを遣
つか

わした方
かた

を信
しん

じる者
もの

は、永遠
えいえん

のいのちを持
も

ち、

さばきに会
あ

うことがなく、死
し

からいのちに移
うつ

っているのです。  

23 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 14:6 

   イエスは彼
かれ

に言
い

われた。「わたしが道
みち

であり、真理
し ん り

であり、いのちなのです。わたしを通
とお

してでなければ、だれひとり父
ちち

のみもとに

来
く

ることはありません。 

24 ヨハネの福音書
ふくいんしょ

 14:16-17 

   わたしは父
ちち

にお願
ねが

いします。そうすれば、父
ちち

はもうひとりの助
たす

け主
ぬし

をあなたがたにお与
あた

えになります。その助
たす

け主
ぬし

がいつまでもあな

たがたと、ともにおられるためにです。その方
かた

は、真理
し ん り

の御霊
み た ま

です。世
よ

はその方
かた

を受
う

け入
い

れることができません。世
よ

はその方
かた

を見
み

も

せず、知
し

りもしないからです。しかし、あなたがたはその方
かた

を知
し

っています。その方
かた

はあなたがたとともに住
す

み、あなたがたのうち

におられるからです。 

25 使徒
し と

の働
はたら

き 1:8 

   しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、あなたがたは力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土
ぜ ん ど

、お

よび地
ち

の果
は

てにまで、わたしの証人
しょうにん

となります。  

26 使徒
し と

の働
はたら

き 4:12 

   この方
かた

以外
い が い

には、だれによっても救
すく

いはありません。天
てん

の下
した

でこの御名
み な

のほかに、私
わたし

たちが救
すく

われるべき名
な

は人
ひと

に与
あた

えられていな

いからです。  

27 ローマ人
びと

への手紙
て が み

 1:16-17 

   私
わたし

は福音
ふくいん

を恥
はじ

とは思
おも

いません。福音
ふくいん

は、ユダヤ人
じん

をはじめギリシヤ人
じん

にも、信
しん

じるすべての人
ひと

にとって、救
すく

いを得
え

させる神
かみ

の力
ちから

で

す。なぜなら、福音
ふくいん

のうちには神
かみ

の義
ぎ

が啓示
け い じ

されていて、その義
ぎ

は、信仰
しんこう

に始
はじ

まり信仰
しんこう

に進
すす

ませるからです。「義人
ぎ じ ん

は信仰
しんこう

によって

生
い

きる」と書
か

いてあるとおりです。  

28 ローマ人
びと

への手紙
て が み

 5:8 

   しかし私
わたし

たちがまだ罪人
つみびと

であったとき、キリストが私
わたし

たちのために死
し

んでくださったことにより、神
かみ

は私
わたし

たちに対
たい

するご自身
じ し ん

の愛
あい

を明
あき

らかにしておられます。 

29 ローマ人
びと

への手紙
て が み

 8:2 

   なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊
み た ま

の原理
げ ん り

が、罪
つみ

と死
し

の原理
げ ん り

から、あなたを解放
かいほう

したからです。  

30 コリント人
びと

への手紙
て が み

第一
だいいち

 1:18 

   十字架
じゅうじか

のことばは、滅
ほろ

びに至
いた

る人々
ひとびと

には愚
おろ

かであっても、救
すく

いを受
う

ける私
わたし

たちには、神
かみ

の力
ちから

です。  

31 コリント人
びと

への手紙
て が み

第一
だいいち

 1:24 

   しかし、ユダヤ人
じん

であってもギリシヤ人
じん

であっても、召
め

された者
もの

にとっては、キリストは神
かみ

の力
ちから

、神
かみ

の知恵
ち え

なのです。 

32 コリント人
びと

への手紙
て が み

第一
だいいち

 2:12 

   ところで、私
わたし

たちは、この世
よ

の霊
れい

を受
う

けたのではなく、神
かみ

の御霊
み た ま

を受
う

けました。それは、恵
めぐ

みによって神
かみ

から私
わたし

たちに賜
たま

わったも

のを、私
わたし

たちが知
し

るためです。  

 



33 コリント人
びと

への手紙
て が み

第一
だいいち

 4:1 

   こういうわけで、私
わたし

たちを、キリストのしもべ、また神
かみ

の奥義
お く ぎ

の管理者
かんりしゃ

だと考
かんが

えなさい。 

34 コリント人
びと

への手紙
て が み

第一
だいいち

 15:3-4 

   私
わたし

があなたがたに最
もっと

もたいせつなこととして伝
つた

えたのは、私
わたし

も受
う

けたことであって、次
つぎ

のことです。キリストは、聖書
せいしょ

の示
しめ

すと

おりに、私
わたし

たちの罪
つみ

のために死
し

なれたこと、また、葬
ほうむ

られたこと、また、聖書
せいしょ

の示
しめ

すとおりに、三日目
み っ か め

によみがえられたこと、  

35 コリント人
びと

への手紙
て が み

第二
だ い に

 5:17 

   だれでもキリストのうちにあるなら、その人
ひと

は新
あたら

しく造
つく

られた者
もの

です。古
ふる

いものは過
す

ぎ去
さ

って、見
み

よ、すべてが新
あたら

しくなりました。 

36 ガラテヤ人
びと

への手紙
て が み

 2:20 

   私
わたし

はキリストとともに十字架
じゅうじか

につけられました。もはや私
わたし

が生
い

きているのではなく、キリストが私
わたし

のうちに生
い

きておられるので

す。いま私
わたし

が肉
にく

にあって生
い

きているのは、私
わたし

を愛
あい

し私
わたし

のためにご自身
じ し ん

をお捨
す

てになった神
かみ

の御子
み こ

を信
しん

じる信仰
しんこう

によっているので

す。  

37 エペソ人
びと

への手紙
て が み

 2:8 

   あなたがたは、恵
めぐ

みのゆえに、信仰
しんこう

によって救
すく

われたのです。それは、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

から出
で

たことではなく、神
かみ

からの賜物
たまもの

です。 

38 ピリピ人
びと

への手紙
て が み

 4:13 

   私
わたし

は、私
わたし

を強
つよ

くしてくださる方
かた

によって、どんなことでもできるのです。  

39 テモテへの手紙
て が み

第一
だいいち

 2:4 

   神
かみ

は、すべての人
ひと

が救
すく

われて、真理
し ん り

を知
し

るようになるのを望
のぞ

んでおられます。  

40 ペテロの手紙
て が み

第一
だいいち

 2:9 

   しかし、あなたがたは、選
えら

ばれた種族
しゅぞく

、王
おう

である祭司
さ い し

、聖
せい

なる国民
こくみん

、神
かみ

の所有
しょゆう

とされた民
たみ

です。それは、あなたがたを、やみの中
なか

か

ら、ご自分
じ ぶ ん

の驚
おどろ

くべき光
ひかり

の中
なか

に招
まね

いてくださった方
かた

のすばらしいみわざを、あなたがたが宣
の

べ伝
つた

えるためなのです。  

41 ヨハネの手紙
て が み

第一
だいいち

 3:8 

   罪
つみ

を犯
おか

している者
もの

は、悪魔
あ く ま

から出
で

た者
もの

です。悪魔
あ く ま

は初
はじ

めから罪
つみ

を犯
おか

しているからです。神
かみ

の子
こ

が現
あら

われたのは、悪魔
あ く ま

のしわざを打
う

ち

こわすためです。  

42 ヨハネの手紙
て が み

第一
だいいち

 5:11-13 

   そのあかしとは、神
かみ

が私
わたし

たちに永遠
えいえん

のいのちを与
あた

えられたということ、そしてこのいのちが御子
み こ

のうちにあるということです。御
み

子
こ

を持
も

つ者
もの

はいのちを持
も

っており、神
かみ

の御子
み こ

を持
も

たない者
もの

はいのちを持
も

っていません。私
わたし

が神
かみ

の御子
み こ

の名
な

を信
しん

じているあなたがたに対
たい

してこれらのことを書
か

いたのは、あなたがたが永遠
えいえん

のいのちを持
も

っていることを、あなたがたによくわからせるためです。 

 


